
 

 

 

 

 

令和５年度「社会を明るくする運動弁論大会」 
私（校長）が所用で聞きに行けなかったので、川尻副校長先生に参加していただきました。以下

は川尻副校長先生のリポートです。 

 

7月２日（日）にアルカス SASEBOにて「第７３回“社会を明る

くする運動”中学・高校生弁論大会が開催されました。“社会を明る

くする運動”は、すべての国民が犯罪の予防と、罪を犯した人たちの

更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ犯罪の

ない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。佐世保地区におい

ても本運動に対する地域住民のより一層の理解と参加を促すため、運

営の行事の一環として開催されています。 

今年は多くの聴衆が見守る中、午前の中学の部には、１８名の代表

による発表がありました。本校からは、２年２組の青栁怜音さんが学

校代表として出場し、自身の経験やその経験を通して抱いた思いを聴

衆に伝えました。しっかりと前を見据え、堂々とした弁論でした。 

 

「助け合う未来をつくれるように」 ２年 青栁 怜音 

みなさんは、普段から人を助けるということを意識して生活していますか。一見、人を助けると

いうことは難しいことのように聞こえますが、たった一言で人を助けることになると私は実感する

体験をしました。それは、雪が降ったある夕暮れ時のことでした。家の近所の凍った道を歩いてい

る時、つい足を滑らせてしまいました。近所の整骨院で診察を受けましたが、大きな病院を紹介さ

れました。その病院で、すぐに手術をしなければならないと言われました。あと一時間後には手術

をすると思うと、私は不安でたまらなくなりました。 

 オペ室に入ったとたんに、たまっていた不安があふれ出し、号泣してしまいました。あれだけ怖

い思いをしたのは人生で初めての出来事だったのです。号泣する私をなぐさめてくださったのは、

オペ室の看護師の方々でした。優しくなでてくださる手の温かみ、かけてくださる言葉の一つ一つ

が私にとって大きな支えとなり、無事に手術を終えることができました。その後、週に３日のリハ

ビリに励みました。そこでも私はたくさんの方に助けてもらいました。病院の受け付けの方、理学

療法士の方々のおかげで今、私は前と同じように歩くことができるようになりました。リハビリだ

けの場所だったら、私はきっと続けることができなかったでしょう。そのままだったら、以前のよ

うに歩くことができなかったと思います。私を支えてくださった医師の方、看護師の方、理学療法

士の方々の優しい言葉一つ一つに救われました。優しい言葉一つで、人は元気が出たり、救われた

りするのだなと強く実感しました。                       （裏面へ） 
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今年、私は２年生となり、初めて後輩という存在ができました。私は吹奏楽部に所属して打楽器

を担当しています。今年の吹奏楽部の新入部員は２５人でした。その中で、いろいろな楽器にパー

ト分けされるのですが、打楽器はたたくだけで音の出る楽器と思われがちです。しかし、実際はと

ても難しいのです。そのため、私が、まだパートが決まっていない一年生に教える時も「この後輩

はあまり向いていなさそう。」とか、「こちらの後輩は上手そう。」と、見た目や姿勢だけで判断し

てしまいます。しかし、たたいてもらうと、意外に上手だったりするのです。 

また、新しいクラスで初めて同じクラスになった人

を第一印象だけで判断して友達になろうとしなかった

という経験はありませんか。うわさだけを信じてしま

い、この人はこういう人だと決めつけていないでしょ

うか。「この人とは絶対に合わない。」とか、「この人は

絶対一緒にいても楽しくない。」など相手のことを知ら

ないのに、勝手に性格や自分との相性を決めつけて、

偏見を持ってしまっては、人間関係の輪は広がってい

かないと思うのです。人間関係は、助け合いの関係で

成り立っています。いろいろな人と関わり、人間関係

を広げることができたら、互いに助け合う世界ができるのではないでしょうか。だから学校生活の

中でも、いろいろな人と話をして分かるその人の良いところが見つかると思うのです。 

この２つの出来事を通して、私の周りには、私のことを支えてくれる人がたくさんいて、頼って

もいいんだなということが分かりました。偏見を持つのではなく、いろいろな人と関わり助け合い

の輪を広げ、暮らしやすい社会にするべきだと思うのです。自分の苦手なことは助けてもらうと同

時に、得意な分野については人を助けることのできるような存在になりたいです。そして、未来の

世界が人々の助け合いの気持ちに満ちあふれた世界になることをただただ祈り、行動に移せる自分

でありたいと思っています。 

 

 

日頃より、本校の教育活動に関しまして、ご理解とご協力をいただきましてありがとうござ

います。 

さて、「学校だより」につきましては、地域の皆様にも学校の様子を知っていただきたく、

大野地区・春日地区のコミュニティセンターを通じて配布させていただいています。各家庭に

届くまでの流れについて担当者に問い合わせたところ、市からの委託業者が月に 1 回、市内

全域のコミュニティセンターを回って回収し、それぞれの公民館の担当者に渡しているとのこ

とです。その後、各家庭へは回覧板で周知していただくことになります。このようなシステム

になっていますので、学校だよりを発行した日から１か月程度遅れて手元に届くこともありま

す。ご覧になった時には、すでに行事等が終わっている場合もありますので、インターネット

環境（携帯電話、スマートフォン、パソコン等）がある方は、ぜひ、本校のホームページをご

覧ください。お持ちではない方で、学校の情報を知りたい方は、いつでも学校（49-5158）

までご連絡ください。ご不便をおかけしますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

地域の皆様へ 


